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藤
井
寺
市
社

会
福
祉
施
設
連

絡
会
定
例
会
が
、

2
月
13
日
（
水
）

午
後

2

時
か
ら

市
立
福
祉
会
館

で
開
催
さ
れ
、
会

員
25
名
と
、
大
阪

府
（
都
市
居
住
課
）

2
名
、OS

A
KA

あ

ん
し
ん
住
ま
い

推
進
協
議
会
協

力
店
（
不
動
産
業
）

4
名
、
計
31
名

が
出
席
し
開
催

さ
れ
た
。 

 

冒
頭
、
奥
田
益
弘
会
長
か

ら
、
「
生
活
の
し
づ
ら
さ
」

を
抱
え
て
い
る
方
へ
の
支
援
は
、
徹
底

し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
実
践
、
ア 

                

ウ
ト
リ
ー
チ

が
大
前
提
と

な
り
、
事
務

的
支
援
に
な

ら
な
い
よ
う

に
と
促
し
た
。 

【
大
阪
府
居

住
支
援
体
制

整
備
促
進
事

業
に
つ
い
て
】 

 

大
阪
府
都

市
居
住
課
の

職
員
か
ら
、

大
阪
府
居
住

支
援
体
制
整

備
促
進
業
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
※
１ 

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

子
育
て
世
帯
等
、
住
宅
の
確
保
に
配
慮

が
必
要
な
方
に
も
安
心
し
て
住
ま
い

を
確
保
し
て
も
ら
え
る
よ
う
民
間
の 

                

空
き
家
・
空
き
室
を
活
用
し
て
住
宅
確

保
要
配
慮
者
の
入
居
を
受
け
入
れ
る

賃
貸
住
宅
の
供
給
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、

国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働
省
の
協
働

施
策
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
又
、
今

後
は
、「
大
阪
府
地
域
福
祉
支
援
計
画
」

に
明
記
す
る
な
ど
注
力
し
て
い
く
。 

し
か
し
、
現
状
と
し
て
は
、
制
度
理

念
と
は
か
け
離
れ
た
て
お
り
、
現
に
参

加
者
か
ら
も
、
「
こ
の
制
度
は
入
居
の

敷
居
を
下
げ
る
こ
と
だ
け
に
視
点
が

注
が
れ
て
お
り
、
入
居
中
、
退
所
後
の

課
題
に
は
対
応
し
て
い
な
い
。
」
な
ど

の
意
見
も
あ
げ
ら
れ
た
。 

本
会
と
藤
井
寺
市
の

O
S

A
K

A

あ

ん
し
ん
住
ま
い
推
進
協
議
会
協
力
店

と
の
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
事 

例
を
積
み
上
げ
議
論
を
重
ね
て
い
く

必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。 

               

 

と
っ
く
り
委
員
会
か
ら
の
報
告
】 

当
委
員
会
委
員
長
の
大
谷
氏
（
ど
う

み
ょ
う
じ
高
殿
苑
）
か
ら
、
平
成
３１
年

１
月
２４
日
（
木
）
に
福
祉
会
館
で
開
催

さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
が

あ
っ
た
。
こ
の
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
、

こ
れ
ま
で
会
員
対
象
に
し
た
研
修
会
で

あ
っ
た
も
の
を
、
日
常
か
ら
関
わ
り
が

強
い
、
民
生
委
員
や
福
祉
委
員
、
市
役

所
職
員
に
案
内
し
た
初
め
て
の
試
み
で

あ
っ
た
。 

 
 

テ
ー
マ
は
、「
ひ
き
こ
も
り
の
方
に
対

す
る
適
切
な
支
援
」
と
し
、
講
師
は
大

阪
府
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

（
以
下
「
ひ
き
こ
も
り
セ
ン
タ
ー
」）
の

武
部
紘
幸
氏
を
お
迎
え
し
た
。 

こ
の
研
修
会
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
セ

ン
タ
ー
の
役
割
や
、
ひ
き
こ
も
り
の
基

本
知
識
な
ど
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
分

か
り
や
す
い
内
容
で
あ
っ
た
。 

今
回
の
よ
う
に
、
地
域
活
動
を
し
て

い
る
方
と
同
じ
空
間
で
、
同
じ
テ
ー
マ

で
考
え
た
時
間
は
大
変
有
意
義
で
あ
り
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
手
応
え

を
感
じ
た
報
告
で
あ
っ
た
。 
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※
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【
新
た
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
イ
メ
ー
ジ
】 

居住支援協議会 

・
居
住
支
援
団
体 

 
 

（
社
福
・N

PO

） 

・
不
動
産
関
係
団
体 

・
地
方
公
共
団
体 

居住支援法人 

居
住
支
援
活
動
へ
の
補
助 

 

・
改
修
融
資 

・
家
賃
債
務
保
証
料 

補
助 

・
改
修
費
補

助 

国と地方公共団体等による支援 

・
家
賃
低
廉
化
補
助 

要 配 慮 者 

入 

居 

家
賃
・
家
賃
責
務 

保
証
料
の
低
廉
化 

都
道
府
県
等 

要配慮者の入

居を拒まない

住宅（登録住

宅） 

情報提供 

～枠組み～ 
①住宅確保要配慮者向け賃貸住宅の登録制度 
②登録住宅の改修・入居への経済的支援 
③住宅確保要配慮者のマッチング・入居支援 

賃 貸 人 登録 

保証会社 

入居支援等 

定例会の様子 

講師：武部紘幸氏 

（府ひきこもり地域支援センター） 



写 真 

写 真 

写 真 

                                    

    

【
前 

編
】 

 

平
成
３１
年
１
月
２５
日
（
金
）、
福
祉
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
前
編
は
、

災
害
想
像
力
ゲ
ー

ム
『
災
害
図
上
訓

練
』
を
テ
ー
マ
に
、

道
明
寺
小
学
校
区

の
地
図
を
、
民
生

委
員
、
区
長
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
方
々

と
本
会
会
員
が
地

図
を
囲
み
、
そ
れ

ぞ
れ
意
見
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
防
災
意
識
の
向
上
と
、
地
域

の
強
さ
、
弱
さ
を
一
緒
に
知
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
さ
れ
た
地
域
で
活
動

し
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
社
会
福
祉
施
設
が

災
害
時
に
も
活
用
で
き
る
地
域
資
源
で
あ
る

こ
と
を
示
せ
た
時
間
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

【
後 

編
】 

 

平
成
３１
年
２
月
２２
日
（
金
）、
前
編
で
行

っ
た
図
上
訓
練
を
も
と
に
話
し
合
っ
て
気
づ

い
た
ポ
イ
ン
ト
や
課
題
各
所
を
、
地
域
の

方
々
と
実
際
に
歩
い
て
確
認
す
る
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。 

 

市
内
を
日
々
往
来
し
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
災
害
に
視
点
を
お
い
て
、
歩
い
て
み
る
と
、

土
地
の
高
低
、
標
識
な
ど
こ
れ
ま
で
気
を
留

め
な
か
っ
た
も
の
が
多
々
あ
る
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
た
り
前
で

は
あ
り
ま
す
が
、

災
害
は
い
つ
発

生
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
災

害
の
種
類
、
範

囲
、
程
度
、
時

間
に
よ
っ
て
、

私
達
施
設
の
動

き
方
も
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。

地
域
の
方
々
へ

支
援
を
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
の
一
時
的

な
避
難
場
所
的
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら

い
状
況
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

時
間
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
地
域
か
ら
の

期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
研
修

会
の
よ
う
に
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
な
っ
て
、

考
え
い
く
機
会
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。 

    
 

平
成
３１
年
２
月
２３
日
（
土
）
福
祉
会
館

で
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
こ
れ
ま
で
、

市
社
協
が
民
生
委
員
、
福
祉
委
員
、
区
長
を

対
象
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
か

ら
は
、
本
会
と
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
事
業
は
、
３
年
度
間
に
渡
り
実

施
し
て
い
く
予
定
で
、「
地
域
の
中
に
あ
る
社

会
資
源
の
見
え
る
化
」
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。 当

日
は
、
１２
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
用

意
さ
れ
た
地
図
に
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い

る
地
域
の
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
同
じ

地
域
に
住
ん
で
い
て
も
、
意
外
と
知
ら
な
い

こ
と
な
ど
、
地
域
の
中
に
あ
る
様
々
な
社
会

資
源
が
目
に
見
え
る
形
で
地
図
に
示
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
福
祉
施
設
の
内
容

な
ど
の
質
問
も
多
く
聞
か
れ
、
地
域
の
中
に

存
在
意
義
を
改
め
て
考
え
る
時
間
と
な
り
ま

し
た
。 

こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
積
み
重
ね
、
課
題

を
共
有
し
、
課
題
の
解
決
の
場
に
、
本
会
も

積
極
的
に
関
わ
り
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
、

社
会
福
祉
法
人
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。
次

年
度
以
降
も
、
市
社
協
と
と
も
に
、
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修

2
018

 

前
編
／
後
編 

施設 × 地域 

地域を知る 

 

本
年
度
の
重
点
目
標
の
ひ

と
つ
に
、
「
民
生
委
員
児
童
委

委
員
を
は
じ
め
と
す
る
関
連

団
体
と
〝
顔
の
見
え
る
関

係
″
を
構
築
し
、
地
域
住
民
に

よ
る
気
づ
き
の
声
を
受
け
止

め
る
体
制
に
大
き
く
寄
与
す

る
」
こ
と
な
ど
を
掲
げ
ま
し

た
。 今

年
度
は
、
こ
れ
ら
を
実
践

し
て
い
く
た
め
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
以
下
、「
市
社
協
」）

と
共
催
事
業
を
は
じ
め
、
民
生

委
員
と
の
懇
談
会
な
ど
、
様
々

な
関
わ
り
に
注
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
直
近
で
取
り
組
ん

だ
事
業
の
報
告
を
し
ま
す
。 

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会 

ご 案 内 

 

◆とっくり委員会◆ 

日時 ３月 28日（木） 

14時から 

場所 福祉会館 

 

◆総   会◆ 

日時 ４月 10日（水） 

   14時から 

場所 福祉会館 

～図上訓練の様子～ 

～実際に歩き、気になるところを確認～ 

～グループワークの様子

～ 



 


